
 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 園だより 
令和 ７年 ５月 ３０日 

磐田市立豊田北部幼稚園 

園長    加藤 むつみ  

園目標 みんなだいすき 

～主体性を大切にした保育～   

子供は、大人が指導する遊びよりも、自発的な遊びの中で自ら学び、力をつけていきます。 
いろいろな知識や能力を獲得するまで、何度も同じことを繰り返すことのできる時間と場所が大切です！ 
子供たちが自らいろいろな環境と出合い、関わりながら、楽しい肯定的な感覚や感触が味わえるよう努めていきます。 

Happy 親からもらった言葉は、子供の心を守るワクチンになります！ 

  
現代の子供たちはＳＮＳやインターネット、人間関係などいろいろなストレスにさらされています。そんな中、

子供たちを守るのは、学力でもなく、経済力でもなく、困難な変化を乗り越えていける「しなやかな強さや生きる
ための力」です。レジリエンス（逆境や困難に負けない力）といいます。タフで強い力をイメージしますが、レジ
リエンスとは、折れたりへこんだりしても、そこから立ち直るしなやかな心を指します。 

レジリエンスは、毎日の親の言葉掛けによって育ちます。親子の言葉掛けが子供の心を守るワクチンになりま
す。これから園だよりで、ヒントになる情報をお伝えしていきますので、参考にしてみてください。 

真剣な表情！手指の力や感覚も自然と発達
していきます！ 

折り紙で小鳥を作って、年少さんに 
「ことりのうた」を歌ってくれました！ 

大きなスコップで全身を使って遊びます！
水を運んで川や温泉などを作りました！ 

ツルツル滑って大はしゃぎ！泥だらけになって遊びます。こんなふうにダイナミックに遊べ
るのは、幼児期だけでしょうか？遊びの楽しさに誘われて、異年齢が自然と交わります！ 

 今年も幼稚園玄関横の花壇にピンクのアジサイが咲き始めました。オシロイ花も自然と生え始め、オ
シロイバナの森ができそうです！また、子供たちが植えた夏野菜もすくすく育っています。身近な植物
の生⾧に興味をもち、いろいろな発見を楽しんだり、疑問に感じたことを言葉で表したり、調べたりする
など、いろいろな学びにつながっていくといいなあと思います。お子さんの視線の先や声に心を傾け、お
子さんの気持ちに共感してみてください。 

年⾧さんが空き箱やペットボトルなどにタイ
ヤを付けて、思い思いの動く車が完成。坂道を
走らせたり、友達とレースをしたり…その姿に
あこがれ、年中さんにも流行し始めました。 

＜思い出作り＞ 
ペイント遊び 



    

       

 

   

 

      

 

 

 

 

 

 

 


